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	 ベルギーの教育

	 	 これが現実！　

　子どもが学校に通っていると、

どうしても気になるのが教育の話

題です。いつか日本に戻ると、受

験も待っているので、小さいうち

から備えておかねばと常に思って

います。そんな中、ふとベルギー

のニュースを聞いてビックリ！価

値観の違いがこんなところでも見

られました。

　以前、プチポワで紹介しましたが、ベルギーの義務教育

は、6～18歳まで。その間に子どもたちの50%はどこかの学年

で留年しているという。教育費無料の国でそんなに留年生を

出したら、国家予算が爆発しちゃうと他人事ながら、心配し

ていました。留年したら有料にすればいいのに、大学の学費

(2015年€850/年)をもっと増やしてもいいのにと、他国の事

情ながら気になっています。何せこれらの費用は、われわれ

が支払う税金からですからね。

　最近、医学部学生が大学を卒業

しても、学生全員が医師登録番号

(INAMI)をもらえないのはおかし

いと抗議デモを行い、現行の学生

全員に卒業後医師登録番号を与え

るとの決定が下されました。そし

て、今後のフランス語圏の学生に

も、医学部は入試を実施することがあわせて決定されました

(フランダース語圏はすでに入試があります)。

　そして、7月1日にその入試(理科、数学、フランス語、英

語)が行われました。この入試を受けていなければ医学部に

登録はできないのですが、試験に受からなくても登録はで

きる。つまり、現時点での学力をチェックしましょうという

試験でした。そして、その結果は･･･。1,400人受験した中

で、たったの22%しか合格できなかったということです。し

かも、合格点は、10/20点。つまり半分できれば合格なので

す。308人のみが入学時点で、学力があると認められ入学す

るというもの。しかし、ここで卒業が保障されたわけではあ

りません。毎年行われる学年試験で、合格点(10/20点)をとら

なければ、上級学年に進級できません。ということは、必死

に勉強していかなければ、医学部の学生はどんどん減ってい

く。つまり、6年後の卒業時点では、新人の医者が本当に少な

くなっているかもしれないのです。

ベルギーの医療技術は優秀である

と、世界各国から病人が訪れて治療

を受けているのに、今後病人を診な

ければならない医者が少なくなる、

医者の質が落ちるという現象でいい

のでしょうか？

　学生たちにも聞いてみました。学年末試験が終わり、すべ

ての教科に合格し、3カ月近くもあるバカンスをどうやって過

ごそうと悩んでいる学生、1教科から6～7教科に失敗し、夏は

追試のため勉強に明け暮れる学生と、夏の過ごし方は様々で

す。「友人も追試がある、一緒に勉強できる」と意気込んで

いた友人の息子に大学での様子を伺ってみました。この友人

は、合格点に1点足りなくて、1教科のみ追試とのこと。

　ところが、ふたを開けてみると、他の教科の成績がいいの

で、あなたは合格とします。追試

はありません、とのこと。合格点

に達していないのに、追試を受け

なくていいってどういうこと！？

とみんなで驚きの声を上げていま

した。おまけに、口頭試験は教授

と1対1なので、他の生徒と日程

を変更できると。早く試験から開放されてバカンスに行きた

い学生と、少しでも時間を稼いで勉強を続けたい学生がお互

いの希望を提案して、納得がいけば大学も教師も認めてしま

う。さすがにベルギー、当たって砕けろですね。決まりがあっ

てないような、その場で皆が納得行けばそれでいいじゃない、

どこが悪い？1というのが、ベルギー式人生感なのかもしれま

せん。だから、留年してもちゃんと卒業して、就職すれば、

他人には迷惑をかけていないし、文句もないのでしょう。｢誰

にでも教育の門を開放｣という考えは、すばらしいと思いま

す。でもそれに甘んじず、留年生にはやはりペナルティを与

えて、世の中はそう簡単に行かないことを教えてあげ、人生

を学んでもらいたいですね。

　家庭内でも考えさせられるベルギー教育事情です。価値観

の違いで教育を受ける事情も変わり、興味深く現状を知りま

した。皆さんもお子様と教育につ

いて意見交換をしてみてくださ

い。そして、子どもたちに、新学

期からもがんばれー！とエールを

送りましょう。


